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関
西
大
学
の
知
ら
れ
ざ
る
人
物
誌

浦
　
　
　
和
　
男

一
　
は
じ
め
に

　

戦
前
の
本
学
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
本
学
校
友
会
発
行
の
『
関
西
大
学
を
築
い

た
人
々
』（
一
九
七
三
年
）
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
人
々
」
の

学
外
で
の
交
流
関
係
や
、
大
阪
文
化
へ
の
貢
献
と
い
う
点
に
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。

　

校
友
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
記
録
は
な
い
。
膨
大
な
卒
業
生
数
に
合

わ
せ
て
、
各
界
で
活
躍
す
る
「
人
々
」
が
多
く
、
ま
と
ま
っ
た
記
録
を
作
成
す
る

こ
と
は
、
ま
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
退
学
者
に
目
を
向
け
る
と
、
戦
前
で

は
、
在
学
の
記
録
が
な
い
場
合
も
あ
り
、「
関
大
退
学
の
著
名
人
」
は
、
本
学
と
は

無
関
係
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
別
な
例
と
し
て
は
、
戦
前

の
卒
業
生
の
鶴
田
浩
二
、
志
村
喬
が
い
る
。
こ
の
二
人
の
よ
う
な
存
在
は
多
数
お

り
、
そ
の
存
在
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
も
ま
た
、
本
学
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を
考

え
る
上
で
、
学
園
年
史
に
は
欠
か
せ
な
い
一
面
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
本
学
を
「
築
い
た
人
々
」
で
あ
り
な
が
ら
本
学
年
史
の
表
面
に
は

出
て
こ
な
い
が
、
日
本
の
文
化
史
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
々
を
掘
り
起
こ
す
作
業

を
試
み
る
。
本
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
一
方
、
本
学
と
関
わ
る
ま
で
に
日
本
の
文

化
史
の
一
面
で
活
躍
し
た
板
橋
菊
松
、
白
川
朋
吉
、
退
学
者
で
戦
前
か
ら
ユ
ー
モ

ア
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
南
達
彦
、
関
大
関
係
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
平
井
蒼
太
、

横
山
エ
ン
タ
ツ
を
紹
介
す
る
。
南
、
平
井
、
横
山
は
、
学
園
正
史
に
は
登
場
し
な

い
が
、
記
録
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
。

二
　
板
橋
菊
松

　

稀
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
宮
武
外
骨
（
慶
応
三
～
昭
和
三
十
年
）
は
、
明
治
三

十
三
年
四
月
十
二
日
夜
、
妻
と
大
阪
へ
と
辿
り
着
い
た
。
明
治
期
は
大
阪
市
内
に

暮
ら
し
、
大
正
期
に
な
り
浜
寺
公
園
か
ら
天
下
茶
屋
へ
移
り
住
む
。
大
正
四
年
九

月
十
日
夜
、
夜
逃
げ
の
よ
う
に
し
て
上
京
し
、
大
阪
で
の
三
十
四
年
間
の
生
活
に

別
れ
を
告
げ
た
。
そ
の
間
、『
滑
稽
新
聞
』、『
此
花
』、『
日
刊
「
不
二
」
新
聞
』、

『
月
刊
雑
誌
「
不
二
」』
な
ど
を
発
行
し
、
経
済
人
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
大
阪

文
人
と
交
流
し
た
。
明
治
末
年
か
ら
、「
雅
俗
文
庫
」
を
自
宅
に
開
設
し
、
浮
世
絵

な
ど
の
絵
画
に
興
味
を
持
ち
蒐
集
し
た
。
大
阪
画
壇
の
北
野
恒
富
、
上
村
松
園
、

島
成
園
た
ち
と
も
交
流
を
深
め
た
。
大
阪
経
済
界
、
文
壇
、
画
壇
に
与
え
た
影
響
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は
、
計
り
知
れ
な
い
。
大
阪
で
の
外
骨
の
交
流
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
林
一
三
と

の
関
係
を
の
ぞ
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
（
（
（

。

　

そ
の
外
骨
は
、
本
学
と
も
少
な
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
。『
滑
稽
新
聞
』
の
筆
禍
に
よ

り
大
阪
地
方
裁
判
所
で
戦
っ
た
相
手
は
、
当
時
の
検
事
正
手
塚
太
郎
で
あ
っ
た
。

手
塚
は
文
久
二
年
生
ま
れ
、
外
骨
と
は
五
歳
の
違
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
互
い
の

立
場
を
越
え
て
近
し
い
感
覚
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
時
代
を
切
り

開
く
手
塚
は
、
大
阪
の
「
風
俗
壊
乱
」
の
先
頭
に
立
ち
な
が
ら
、
や
は
り
新
し
い

時
代
の
社
会
の
先
頭
に
立
っ
て
騒
ぎ
立
て
る
外
骨
に
、
共
感
の
念
を
抱
い
て
い
た

よ
う
だ
。

　

外
骨
と
手
塚
が
対
峙
し
て
い
る
明
治
三
十
五
年
春
、
高
等
小
学
校
を
出
た
ば
か

り
の
十
四
歳
の
少
年
が
外
骨
の
滑
稽
新
聞
社
を
訪
れ
、
弟
子
入
り
を
望
む
。
板
橋

菊
松
だ
。
板
橋
は
小
学
校
の
先
生
に
「
無
冠
の
帝
王
と
は
文
筆
生
活
に
携
わ
る
の

を
天
職
と
し
て
無
位
を
自
負
す
る
新
聞
記
者
の
こ
と
で
あ
る
」
と
教
え
ら
れ
、「『
無

冠
の
帝
王
』
と
な
り
一
管
の
筆
で
天
下
を
動
か
す“

am
bition”

を
抱
か
せ
た
一

大
動
機
」
と
な
り
、
江
戸
堀
の
外
骨
を
尋
ね
た
（
（
（

。（
写
真
1
）

　

こ
の
板
橋
菊
松
は
、
戦

後
本
学
商
学
部
教
授
、
東

京
連
絡
本
部
長
、
そ
し
て

顧
問
を
務
め
た
、
関
大
を

築
い
た
人
々
の
一
人
で
あ

る
。

　

板
橋
は
外
骨
の
養
子
と

し
て
育
て
ら
れ
、
妻
八
節

を
「
お
っ
か
さ
ん
」
と
呼

ぶ
。
八
節
は
板
橋
の
実
家
（
現
在
の
摂
津
市
千
里
丘
付
近
）
に
も
遊
び
に
出
か
け

た
。「
滑
稽
新
聞
」
を
編
集
・
発
行
す
る
外
骨
を
手
伝
い
、
外
骨
の
筆
禍
に
も
関
わ

る
こ
と
に
な
る
。

　

三
十
八
年
九
月
、
板
橋
は
関
西
大
学
に
入
学
す
る
。
こ
の
年
一
月
、
関
西
法
律

学
校
は
社
団
法
人
私
立
関
西
大
学
に
改
組
・
改
称
し
て
い
る
。
二
年
前
の
三
十
六

年
十
一
月
に
は
江
戸
堀
に
新
校
舎
が
竣
工
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
板
橋
は
、「
当

時
の
大
学
入
学
式
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
が
、
お
っ
か
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
付
き
添

っ
て
き
て
、
こ
ま
ご
ま
と
面
倒
を
見
て
く
れ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

権
力
側
の
手
塚
が
創
設
に
携
わ
っ
た
学
校
に
、
養
子
で
あ
り
、
一
番
弟
子
で
あ

る
板
橋
を
入
学
さ
せ
、
そ
の
弟
子
は
、
そ
の
後
手
塚
の
学
校
を
大
き
く
育
て
る
こ

と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
外
骨
が
望
ん
だ
こ
と
で
は
な
く
、
望
ま
な
か
っ
た
こ

と
で
も
な
い
。
法
律
の
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
弁
護
士
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を

望
ん
だ
外
骨
に
請
わ
れ
て
、
手
塚
の
作
っ
た
大
学
へ
板
橋
を
入
学
さ
せ
る
。
関
西

大
学
が
近
隣
に
あ
り
、
法
律
を
専
門
的
に
教
え
る
学
校
が
本
学
以
外
に
は
、
関
西

に
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。
手
塚
が
権
力
を
笠
に
着
て
、

市
民
を
苦
し
め
る
よ
う
な
検
事
正
で
あ
れ
ば
、
外
骨
は
関
西
大
学
を
も
徹
底
的
に

攻
撃
し
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
創
設
に
関
わ
っ
た
大
学
に
実
子
同
然
の
若
者
を
入

学
さ
せ
た
り
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
関
西
大
学
が
、
法
律
は
市
民
の
も
の
で
あ
り
、

市
民
は
法
律
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
守
る
べ
き
だ
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ

と
も
、
外
骨
の
思
想
と
合
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
当
時
の
関
西
大

学
に
は
、
正
義
と
自
由
を
愛
す
る
風
潮
と
い
う
意
識
が
高
く
育
っ
て
い
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。「
権
力
か
ら
正
義
を
守
れ
」
は
、
こ
の
時
代
に
は
言
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
こ
の
「
権
力
か
ら
正
義
を
守
れ
」
こ
そ
、
外
骨
の
根
底
に
あ
る
思
想

で
あ
っ
た
。

写真 1　板橋菊松（1888～1983）
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し
か
し
、
東
京
に
「
東
京
滑
稽
新
聞
社
」
を
置
く
た
め
の
目
的
も
あ
り
、
板
橋

は
、
十
二
月
に
は
関
大
を
退
学
し
、
中
央
大
学
へ
転
科
し
た
。
在
学
中
、
過
労
か

ら
神
経
衰
弱
に
陥
り
帰
阪
、
療
養
中
に
「
若
気
の
一
徹
」
か
ら
外
骨
宅
を
飛
び
出

し
、
実
家
に
も
戻
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
間
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
早

稲
田
大
学
編
入
試
験
を
受
け
合
格
し
、
再
び
上
京
す
る
。
四
十
一
年
七
月
に
早
大

を
卒
業
後
、
阪
神
間
の
紡
績
会
社
の
工
女
教
育
に
関
わ
っ
た
と
い
う
。
外
骨
は
、

こ
の
間
に
、
顧
問
弁
護
士
日
野
国
明
の
実
子
三
千
代
を
養
女
と
し
て
迎
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
外
骨
と
の
関
係
は
、
板
橋
の
随
想
に
詳
し
い
。

「
四
十
二
年
十
一
月
家
に
着
く
と
、
外
骨
の
使
の
三
好
幽
蘭
が
訪
ね
て
き
て
、
い
き

な
り
私
を
滑
稽
新
聞
の
筆
禍
廃
刊
後
引
続
き
発
行
し
て
い
る
大
阪
滑
稽
新
聞
の
主

筆
に
迎
え
た
い
と
い
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
が
、
翻
然
と
さ
き
の
わ
が
ま
ま

を
悔
い
改
め
て
受
諾
す
べ
き
だ
と
考
え
、
十
二
月
一
日
か
ら
元
の
古
巣
に
戻
っ
て
、

外
骨
が
選
ん
だ
筆
名
『
活
殺
外
史
』
そ
の
ま
ま
を
名
乗
っ
た
。
そ
し
て
外
骨
夫
妻

と
も
毎
日
な
ご
や
か
に
歓
談
し
て
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
で
私
の
子
供
の
時
か
ら
の

『
無
冠
の
帝
王
』
の
夢
が
、
ま
さ
に
正
夢
と
し
て
現
実
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。」（

（
（

　
『
大
阪
滑
稽
新
聞
』
は
、
四
十
一
年
十
一
月
三
日
に
創
刊
さ
れ
た
。『
滑
稽
新
聞
』

と
同
じ
く
、
説
明
も
な
く
次
々
と
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る
。
板
橋
が
主
筆
に
戻

っ
た
十
二
月
に
は
、
大
阪
地
方
裁
判
所
検
事
局
に
一
戦
を
仕
掛
け
て
い
る
。
板
橋

ま
で
に
主
筆
が
数
人
交
代
し
て
お
り
、『
滑
稽
新
聞
』
の
よ
う
な
人
気
の
あ
る
、
そ

し
て
勢
い
の
あ
る
雑
誌
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、
起
死
回
生
の
た
め

に
板
橋
に
白
刃
の
矢
が
立
っ
た
。

　

四
十
四
年
三
月
発
行
第
五
十
七
号
で
、
外
骨
は
『
大
阪
滑
稽
新
聞
』
の
全
権
を

田
中
水
也
に
譲
渡
す
る
す
旨
の
社
告
を
掲
載
す
る
。
本
人
は
、
滑
稽
新
聞
社
と
縁

を
切
り
、「
雅
俗
文
庫
」
の
運
営
に
専
念
し
始
め
る
。『
滑
稽
新
聞
』
の
成
功
も
あ

っ
て
、
余
暇
に
浮
世
絵
に
こ
り
始
め
、「
雅
俗
文
庫
」
か
ら
関
連
の
雑
誌
、
複
製
本

な
ど
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。
木
本
至
は
、
当
時
の
「
大
逆
事
件
」
と
の
関
わ

り
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
（
（
（

。
譲
渡

の
一
年
後
、
四
十
四
年
十
二
月
一
日
発
行
第
七
十
五
号
か
ら
、
板
橋
が
編
集
兼
発

行
人
と
な
る
が
、
外
骨
が
離
れ
た
『
大
阪
滑
稽
新
聞
』
は
完
全
に
衰
弱
し
て
し
ま

っ
た
。

　

大
正
三
年
九
月
に
田
中
が
病
没
し
、
同
月
十
五
日
発
行
第
百
十
六
号
を
も
っ
て
、

外
骨
は
滑
稽
新
聞
社
を
解
散
す
る
。
こ
の
頃
の
板
橋
の
経
歴
は
不
明
だ
。
随
想
に

よ
れ
ば
、
経
済
学
者
福
田
徳
三
に
師
事
し
た
よ
う
で
、
福
田
が
在
籍
し
た
慶
應
義

塾
大
学
の
聴
講
生
に
な
っ
て
上
京
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
正
九
年
に
京

城
高
商
の
講
師
と
な
り
、
外
骨
か
ら
完
全
に
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
「
無
冠
の
帝
王
」
に
な
り
き
れ
な
い
現
実
に
気
が
付
い
た
こ
と
も
あ

ろ
う
し
、
外
骨
か
ら
引
き
離
そ
う
と
懸
念
す
る
人
た
ち
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
板

橋
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
研
究
者
、
教
育
者
へ
と
進
路
を
変
更
し
た
。

　

板
橋
は
、
外
骨
と
当
時
の
社
会
主
義
者
た
ち
、「
大
逆
事
件
」
関
係
者
た
ち
と

の
、
歴
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
多
数
の
事
実
を
目
に
し
て
い
る
は
ず
だ
。
板
橋

が
外
骨
に
つ
い
て
語
り
出
す
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
始
ま
る
宮
武
外
骨
ブ
ー

ム
に
合
致
す
る
。
す
で
に
関
西
大
学
を
離
れ
て
お
り
、
外
骨
に
関
す
る
思
い
出
や
、

表
に
は
出
て
こ
な
い
事
実
を
、
在
職
中
に
聞
き
出
せ
な
か
っ
た
の
は
実
に
残
念
で

あ
る
。三

　
白
川
朋
吉

　

明
治
三
十
七
年
は
、
宮
武
外
骨
と
手
塚
太
郎
が
対
峙
す
る
頂
点
の
年
と
な
っ
た
。

三
十
七
年
早
々
、『
滑
稽
新
聞
』
は
警
視
の
収
賄
疑
惑
を
攻
撃
す
る
記
事
を
連
載
し
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た
。
官
吏
侮
辱
罪
で
起
訴
さ
れ
、
二
月
末
に
重
禁
固
一
ヶ
月
十
五
日
と
罰
金
七
円

に
処
せ
ら
れ
、
外
骨
は
控
訴
す
る
。
四
月
末
に
は
再
び
官
吏
侮
辱
罪
に
問
わ
れ
、

最
終
的
に
禁
固
三
ヶ
月
、
罰
金
七
円
が
確
定
す
る
。
四
月
に
手
塚
が
名
古
屋
控
訴

院
検
事
長
と
し
て
転
出
す
る
こ
と
を
知
り
、
外
骨
は
三
月
頃
に
手
塚
を
告
訴
す
る
。

外
骨
が
誌
上
で
激
し
く
避
難
し
た
警
視
の
賄
賂
疑
惑
に
つ
い
て
、
手
塚
は
、
警
視

は
賄
賂
と
さ
れ
た
物
品
を
返
却
し
て
い
る
の
で
収
賄
罪
に
問
わ
れ
な
い
と
説
明
す

る
。
外
骨
は
免
職
を
要
求
す
る
が
、
手
塚
は
自
分
の
職
務
で
は
な
い
と
答
え
る
。

警
察
内
部
の
情
実
の
た
め
に
外
骨
自
身
を
犠
牲
に
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
手
塚
を

告
訴
し
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
手
塚
は
法
律
を
曲
げ
て
擁
護
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

外
骨
は
自
分
が
犠
牲
に
さ
れ
た
と
い
う
私
憤
で
応
酬
す
る
。
手
塚
は
ぎ
り
ぎ
り
の

と
こ
ろ
ま
で
胸
襟
を
開
い
て
外
骨
に
対
応
し
、
権
力
を
使
っ
て
弾
圧
し
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
外
骨
と
手
塚
の
関
係
は
微
妙
だ
が
、
社
会
正
義
を
乱
す
大
悪
人
と

し
て
手
塚
を
扱
っ
て
は
い
な
い
。

　

四
月
の
控
訴
審
判
決
の
上
告
を
取
り
下
げ
、
外
骨
は
入
獄
を
発
表
す
る
。
そ
し

て
、
三
十
七
年
五
月
五
日
午
後
五
時
、
堺
卯
楼
で
入
獄
送
別
会
を
開
催
す
る
。
出

席
者
の
中
に
は
、
板
橋
菊
松
も
お
り
、
弁
護
士
の
白
川
朋
吉
が
い
た
。

　

白
川
は
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
関
西
大
学
理
事
長
と
し
て
尽
力

し
、
戦
後
の
発
展
の
基
礎
を
築

い
た
。
明
治
六
年
香
川
県
観
音

寺
町
に
生
れ
、
外
骨
と
は
同
郷

だ
。（ 

写
真
2
）

　

明
治
二
十
一
年
医
師
を
志
し

て
大
阪
に
来
た
が
法
律
に
転
身

し
、
二
十
七
年
関
西
法
律
学
校

に
入
学
、
翌
年
東
京
法
学
院
（
現
中
央
大
学
）
に
転
入
、
三
十
一
年
同
院
法
科
を

卒
業
し
た
。
同
年
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、
三
十
四
年
大
阪
で
事
務
所
開
設
す
る
。

三
十
五
年
に
江
戸
堀
校
舎
新
築
の
基
金
募
集
委
員
、
四
十
五
年
福
島
学
舎
の
校
舎

拡
張
常
務
委
員
と
し
て
、
早
い
時
期
か
ら
関
西
大
学
に
関
わ
っ
て
き
た
。
大
正
二

年
大
学
社
員
と
な
り
、
六
年
に
監
事
に
就
任
、
七
年
大
学
設
置
拡
張
委
員
、
十
年

か
ら
理
事
と
し
て
大
学
昇
格
問
題
に
尽
力
す
る
な
ど
経
営
の
中
枢
に
携
わ
り
、
関

西
大
学
は
十
一
年
に
大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
す
る
。 

十
一
年
に
大
阪
弁
護
士

会
会
長
、
十
四
年
に
は
大
阪
市
議
に
当
選
し
市
議
会
議
長
と
な
り
、
当
時
の
関
一

市
長
を
助
け
、「
大
大
阪
」
の
繁
栄
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和
三
十
七
年

に
は
大
阪
市
最
初
の
名
誉
市
民
と
な
り
、
三
十
八
年
一
月
三
十
日
に
八
十
九
歳
で

没
し
た
（
（
（

。
本
学
の
中
枢
に
い
た
時
期
に
、
実
は
外
骨
と
の
親
密
な
関
係
が
続
い
て

い
た
。

　

外
骨
と
白
川
が
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
合
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
入
獄
送
別

会
を
遡
る
約
二
十
年
前
、
外
骨
が
ま
だ
外
骨
で
は
な
く
亀
四
郎
と
名
乗
り
、
十
七

歳
で
あ
っ
た
十
六
年
八
月
二
十
五
日
の
『
南
海
日
報
』
に
、
高
松
磊
々
社
か
ら
「
何

求
新
誌
」
発
行
を
す
る
と
の
広
告
を
掲
載
す
る
（
（
（

。
三
十
日
ま
で
広
告
が
出
た
と
い

う
。
こ
の
広
告
を
通
し
て
、
立
原
卓
蔵
と
い
う
貧
乏
書
生
と
知
り
合
う
。
こ
の
と

き
卓
蔵
は
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
立
原
は
、
の
ち
に
花
井
卓
蔵
と
な
り
、
足
尾

鉱
毒
事
件
、
大
逆
事
件
な
ど
数
々
の
大
事
件
の
弁
護
士
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、

外
骨
の
筆
禍
の
弁
護
に
も
携
わ
っ
た
。
花
井
を
通
じ
て
、
顧
問
弁
護
士
と
な
る
日

野
国
明
と
知
り
合
い
、
そ
こ
か
ら
白
川
朋
吉
も
外
骨
と
交
際
を
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

白
川
の
趣
味
に
、
絵
画
の
鑑
賞
と
収
集
が
あ
る
。
関
西
有
数
の
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
知
ら
れ
、
そ
の
蒐
集
は
明
治
期
に
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。『
関
西
大
学
を
築

写真 2　�白川朋吉（1873～
1963）。1936年ごろ
の撮影か。



5　関西大学年史紀要　29

い
た
人
々
』
に
よ
れ
ば
、「
後
に
高
名
な
大
家
と
な
っ
た
画
家
た
ち
も
、
未
だ
青
年

画
家
で
、
絵
が
う
れ
ず
困
っ
て
い
た
人
々
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
画
家
が
絵
を

も
ち
こ
ん
で
く
れ
ば
、
い
つ
で
も
快
く
即
座
に
買
い
と
っ
た
。
そ
の
青
年
画
家
た

ち
が
、
昭
和
に
な
る
と
一
流
の
大
家
に
な
り
、
そ
の
絵
も
俄
然
ね
う
ち
が
出
た
が
、

そ
の
大
家
た
ち
も
、
若
い
時
代
の
困
窮
を
た
す
け
て
く
れ
た
白
川
に
敬
意
を
表
し

た
の
で
あ
る
」
そ
う
だ
（
（
（

。

　

外
骨
が
浮
世
絵
に
興
味
を
持
ち
、
熱
中
す
る
の
は
明
治
四
十
年
代
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
白
川
の
影
響
で
あ
っ
た
の
か
、
白
川
が
外
骨
の
影
響
を
受
け

た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
四
十
五
年
五
月
二
十
五
日
発
行
の
外
骨
編
集
に
な

る
『
此
花
』
第
二
十
一
枝
の
「
花
つ
み
籠
」
に
、「
猥
褻
図
書
研
究
大
会
」
の
記
事

が
あ
る
。
大
阪
日
報
の
記
事
を
引
用

し
て
、
会
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て

い
る
。
引
用
さ
れ
た
記
事
に
、
風
俗

画
も
含
め
た
展
示
を
す
る
た
め
、「
こ

の
秘
本
の
公
開
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
ヒ
ヨ
ツ
と
し
て

抵
触
し
て
は
い
か
ん
と
い
ふ
の
で
、

白
川
朋
吉
ク
ン
を
法
律
顧
問
に
嘱
託

し
」
云
々
と
書
か
れ
、
白
川
も
、
こ

の
よ
う
な
絵
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
（
（

。（
写
真
3
）

　

大
正
二
年
十
月
か
ら
発
行
し
た

『
月
刊
雑
誌
「
不
二
」』
に
は
、
北
野

恒
富
、
上
村
松
園
、
島
成
園
ら
の
絵

が
掲
載
さ
れ
る
。
坂
田
耕
雪
、
赤
松
麟
作
ら
の
絵
も
掲
載
さ
れ
、
外
骨
が
大
阪
画

壇
の
画
家
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
白
川
の
協
力
も
大
き

か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
（
（

。
白
川
の
妻
の
母
の
実
家
は
、
船
場
の
筆
墨
の
商
家
だ
。
末
妹

の
息
子
が
、
洋
画
家
の
佐
野
繁
次
郎
で
あ
る
。
白
川
の
実
子
山
川
清
も
、
洋
画
家

と
な
っ
て
い
る
。
山
川
の
府
立
北
野
中
学
の
先
輩
が
洋
画
家
の
佐
伯
祐
三
で
、
佐

伯
の
第
二
回
の
渡
仏
を
援
助
し
た
の
が
白
川
で
あ
る
（
（1
（

。

　
『
関
西
大
学
を
築
い
た
人
々
』
に
よ
る
と
、
白
川
は
「
紅
灯
緑
酒
の
巷
に
足
を
ふ

み
い
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
す
こ
ぶ
る
モ
テ
た
も
の
だ
と
い
う
。
大
正
初
年
に

彼
の
寵
妓
楽
之
助
と
の
仲
は
『
法
律
世
界
（
大
正
二
・
十
一
・
五
号
）』
の
ス
ッ
パ

ぬ
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。」
そ
う
だ
（
（1
（

。
こ
の
点
で
も
、
外
骨
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ

っ
た
。
板
橋
の
関
大
入
学
、
中
央
大
転
学
は
、
白
川
の
助
言
が
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。

　

白
川
が
大
阪
政
界
、
財
界
と
つ
な
が
り
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
文
壇
、
画
壇

に
も
影
響
を
与
え
た
点
を
考
え
る
と
、
本
学
と
大
阪
文
壇
、
画
壇
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
著
作
、

記
事
は
少
な
く
、
白
川
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
す
ぎ
る
。

三
　
南
達
彦

　

昭
和
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、「
ユ
ー
モ
ア
作
家
」
と
し
て
活
躍
し
た

南
達
彦
の
名
前
を
知
る
人
は
、
児
童
文
学
研
究
者
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

『
南
達
彦
集
』（「
現
代
ユ
ー
モ
ア
文
学
全
集
18
」、
駿
河
台
書
房
、
一
九
五
四
年
）

所
収
の
「
著
者
の
五
十
年
」
に
、
比
較
的
詳
し
い
経
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

明
治
三
十
一
年
曾
根
崎
新
地
に
生
ま
れ
、
本
名
を
三
井
七
衛
と
い
う
。「
中
学
へ

は
四
番
で
入
り
、
お
尻
か
ら
六
番
ぐ
ら
い
で
出
た
。（
中
略
）
神
戸
高
商
（
今
の
経

写真 3　�宮武外骨編集『此花』第二十一枝（明治四十五年五
月）掲載の「花つみ籠」の、「猥褻図書研究大会」
の法律顧問に白川を嘱託したと書かれている箇所。
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大
）
と
大
阪
高
商
（
今
の
商
大
）
の
入
試
に
滑
り
、
関
西
大
学
へ
入
っ
て
中
退
」

し
た
。
最
初
は
大
阪
海
上
火
災
保
険
会
社
に
勤
務
し
た
が
、
二
十
四
歳
で
上
京
し
、

作
家
活
動
を
し
な
が
ら
職
を
転
々
と
す
る
。
本
人
は
書
い
て
い
な
い
が
、
昭
和
三

年
か
ら
昭
和
四
年
七
月
の
廃
刊
ま
で
、
幼
年
雑
誌
か
ら
児
童
雑
誌
に
路
線
変
更
す

る
『
少
年
少
女　

金
の
星
』
誌
の
編
集
長
を
勤
め
た
。
そ
の
後
、
昭
和
九
年
に
『
新

青
年
』
に
作
品
を
投
稿
し
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
モ
ア
作
家
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
た
水
谷
隼
の
知
遇
を
得
て
師
事
、「
ユ
ー
モ
ア
作
家
」
と
し
て
、
多
く
の

「
ユ
ー
モ
ア
小
説
」
を
発
表
し
た
。
本
人
は
、「
あ
る
歴
史
作
家
は
僕
を
『
下
劣
な

作
家
』
と
い
ふ
一
語
で
片
付
け
た
」
と
書
い
て
い
る
。
当
時
の
ユ
ー
モ
ア
作
家
た

ち
は
、
時
局
柄
、「
下
劣
な
作
家
」
と
し
て
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
も
昭

和
三
十
年
代
ま
で
、
ユ
ー
モ
ア
作
家
と
し
て
、
一
般
向
け
、
少
年
少
女
向
け
の
作

品
を
発
表
し
続
け
、
昭
和
三
十
八
年
に
没
し
た
。

　

大
阪
の
「
ユ
ー
モ
ア
作
家
」
と
い
う
と
、
漫
才
作
家
で
あ
っ
た
秋
田
實
の
名
が

出
る
こ
と
が
あ
る
。
秋
田
は
漫
才
台
本
を
多
く
手
が
け
、
読
物
と
し
て
の
漫
才
も

多
数
発
表
し
て
い
る
が
、
小
説
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
長
編
の
小
説
は
、
一
本
も

発
表
し
て
い
な
い
。「
ユ
ー
モ
ア
小
説
」
の
作
品
数
か
ら
見
れ
ば
、
南
は
大
阪
出
身

の
代
表
的
な
「
ユ
ー
モ
ア
作
家
」
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
、
秋
田
が
日
本

で
「
第
一
号
の
漫
才
作
家
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
ユ
ー
モ
ア
作
家
」
と
い
え

ば
、
辰
野
九
紫
、
北
村
小
松
、
サ
ト
ウ
・
ハ
チ
ロ
ー
、
獅
子
文
六
、
佐
々
木
邦
ら
、

大
御
所
が
多
数
い
た
。
南
は
職
業
作
家
で
も
な
か
っ
た
の
で
、
大
御
所
た
ち
の
よ

う
に
次
か
ら
次
へ
と
作
品
を
発
表
で
き
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
南
の
著
作
は

本
学
図
書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。（
写
真
4
）

　

南
が
こ
の
よ
う
な
作
家
に
な
っ
た
の
は
、
曾
根
崎
新
地
の
芸
妓
で
あ
っ
た
伯
母

の
影
響
で
あ
る
。
伯
母
か
ら
は
駄
洒
落
を
教
え
ら
れ
、
毎
月
二
回
ぐ
ら
い
必
ず
落

語
の
寄
席
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
中
学
時
代
も
寄
席
通
い
を
続
け
た
と
い
う
。
そ
の

結
果
が
、
関
西
大
学
入
学
と
退
学
で
あ
る
の
は
皮
肉
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
福
島
学

舎
に
集
ま
る
関
大
の
同
級
生
た
ち
が
、
南
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
か
。
南
と
ほ
ぼ
同
じ
世
代
で
、
関
大
に
関
わ
っ
た
人
物
に
は
、
文
芸
方
面
で
活

躍
す
る
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。

四
　
本
学
関
係
者
と
さ
れ
る
著
名
人

　

南
達
彦
と
ほ
ぼ
同
じ
世
代
で
、
本
学
の
卒
業
生
ま
た
は
退
学
者
と
さ
れ
る
が
、

事
実
関
係
が
不
明
で
あ
る
人
物
は
、
平
井
蒼
太
と
横
山
エ
ン
タ
ツ
で
あ
る
。

四
・
一
　
平
井
蒼
太

　

本
名
は
通
、
明
治
三
十
三
年
名
古
屋
に
生
ま
れ
、
昭
和
四
十
六
年
に
没
す
る
。

父
は
平
井
繁
男
、
関
西
法
律
学
校
の
一
期
生
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蒼
太
は
江
戸
川

写真 4　�南達彦の代表作のひとつ『ほことん傳』
（大白書房、昭和十八年）表紙。浦和
男所蔵。
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乱
歩
の
実
弟
だ
。
豆
本
作
成
、
風
俗
史
研
究
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
。

乱
歩
が
広
く
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
蒼
太
は
一
部
の
好
事
家
や
研
究
者

に
知
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
平
井
蒼
太
も
筆
名
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
筆
名
を

使
い
分
け
て
い
た
。

　

蒼
太
に
つ
い
て
の
詳
し
い
研
究
は
な
い
。
彼
の
取
り
組
ん
だ
風
俗
研
究
も
、
今

は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。
斉
藤
夜
居
の
『
蒼
汰
の
美
学
』（
街
書
房
、
昭
和
四
十
九

年
）
と
『
川
柳
し
な
の
』
に
掲
載
さ
れ
た
石
曽
根
民
郎
の
「
平
井
蒼
太
の
こ
と

（
1
）
～
（
3
）」（
川
柳
し
な
の
社
、
四
一
八
、
四
二
〇
、
四
二
六
、
昭
和
五
十
三

年
）
が
、
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
記
録
で
あ
る
。

　

富
岡
多
恵
子
の
『
壺
中
庵
異
聞
』（
文
藝
春
秋
、
昭
和
四
十
九
年
）
は
、「
横
川

蒼
太
」
と
い
う
人
物
の
評
伝
で
あ
る
。
読
め
ば
わ
か
る
が
、
こ
の
横
川
蒼
太
は
平

井
蒼
太
の
こ
と
で
あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
形
を
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
書
中
に
、
平
井
が
昭
和
三
十
一
年
に
記
し
た
履
歴
書
の
反
古
の

話
が
あ
り
、
大
正
十
年
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
大
阪
市
の
電
気
部
試
験
係
と
し
て
勤

め
、
電
気
局
へ
の
入
局
は
「
関
西
大
学
専
門
部
経
済
科
を
修
業
し
て
か
ら
」
の
こ

と
だ
と
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
本
学
校
友
会
名
簿
に
は
、
平
井
通
の
名
は
見
つ

か
ら
な
い
。

　

乱
歩
が
弟
た
ち
と
東
京
で
「
三
人
書
房
」
と
い
う
古
書
店
を
経
営
し
て
い
た
こ

と
は
有
名
で
あ
る
。
乱
歩
は
そ
の
店
を
閉
め
、
大
阪
時
事
新
報
社
記
者
と
な
り
、

現
在
の
守
口
市
に
大
正
九
年
十
一
月
か
ら
暮
ら
し
始
め
る
。
そ
の
後
、
両
親
を
大

阪
に
残
し
再
び
上
京
、
大
正
十
一
年
七
月
か
ら
再
び
大
阪
で
生
活
を
す
る
。

　

乱
歩
の
『
貼
雑
年
譜
（
復
刻
版
）』（
講
談
社
、
昭
和
六
十
四
年
）
を
見
る
と
、

大
正
九
年
の
自
宅
見
取
図
に
「
通
」
の
名
は
な
い
が
、
大
正
十
一
年
の
図
に
は
名

前
が
あ
る
。
大
正
十
三
年
の
図
に
は
、「
通
（
こ
の
家
に
て
糸
さ
ん
と
結
婚
式
を
挙

ぐ
。
直
ち
に
別
居
す
。）」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

平
井
は
大
正
十
年
に
電
気
部
に
入
職
し
て
お
り
、
大
正
十
三
年
に
結
婚
し
て
い

る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
入
職
後
、
福
島
学
舎
の
夜
間
部
の
課
程
に
入
学
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
井
が
風
俗
研
究
に
取
り
か
か
っ
た
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。『
江
戸
文
学
研
究
第

一
冊
』（
江
戸
文
学
研
究
所
、
昭
和
三
年
七
月
）
の
記
事
に
よ
る
と
、
同
年
に
孔
版

本
で
『
耽
好
（
第
一
冊
）』（
私
家
版
非
売
品
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の

昭
和
初
期
に
、
江
馬
務
編
集
の
「
風
俗
研
究
」
誌
に
投
稿
が
あ
る
と
い
う
が
、
未

確
認
で
あ
る
。
昭
和
四
年
頃
ま
で
に
は
、
風
俗
関
連
の
諸
雑
誌
に
関
連
記
事
を
執

筆
し
、
名
前
が
広
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。『
川
柳
し
な
の
』
第
五
十
八
号
（
昭
和
二

十
二
年
二
月
号
）
に
平
井
通
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
僕
の
川
柳
」
に
は
、
川
柳

を
作
り
始
め
た
の
は
昭
和
三
年
頃
で
、
も
と
も
と
江
戸
風
俗
に
興
味
が
あ
り
、
江

戸
軟
派
研
究
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。
石
曽
根
に
よ
れ
ば
、
麻
生

路
郎
の
句
会
の
同
人
で
、
昭
和
四
年
十
一
月
に
川
柳
を
始
め
た
と
し
て
い
る
。
江

戸
風
俗
の
軟
派
研
究
に
関
心
を
持
ち
、「
末
摘
花
」
な
ど
の
好
色
古
川
柳
に
興
味
を

も
っ
た
こ
と
が
、
自
ら
も
川
柳
を
詠
む
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。「
僕
の
川
柳
」
の
昭
和
三
年
頃
よ
り
も
前
か
ら
、
川
柳
に
手
を
染
め
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。

　

江
戸
風
俗
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
江
馬
務
は
、
当
時
本
学
の
講
師
を
務
め
て

い
た
。
本
学
で
江
馬
に
教
わ
っ
た
こ
と
が
、
江
戸
風
俗
研
究
、
猥
褻
風
俗
研
究
に

取
り
か
か
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
井
は
、
自
ら
の
経

歴
に
つ
い
て
、
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
乱
歩
の
実
弟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
彼

の
口
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

平
井
の
代
表
作
は
、
大
阪
の
花
街
の
娼
妓
に
伝
わ
る
呪
術
を
紹
介
し
た
私
家
版
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の
『
浪
速
賤
娼
志
』

で
、
昭
和
八
年
に
百

部
ほ
ど
出
版
さ
れ
た
。

本
学
図
書
館
に
は
、

大
阪
文
芸
資
料
と
中

村
幸
彦
文
庫
に
各
一

冊
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
同
年

に
発
行
し
た
個
人
雑

誌
「
麻
尼
亜
」
の
四
、

五
号
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。（
写
真
5
）

四
・
二
　
横
山
エ
ン
タ
ツ

　
「
漫
才
」
を
演
芸
と
し
て
確
立
し
た
漫
才
師
横
山
エ
ン
タ
ツ
が
、
本
学
を
卒
業
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
退
学
し
て
い
る
、
と
い
う
話
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
本
学

に
、
そ
の
記
録
は
な
い
。
本
名
石
田
正
見
、
明
治
二
十
九
年
に
現
在
の
三
田
市
に

生
ま
れ
、
そ
の
後
姫
路
に
転
居
す
る
。
旧
制
伊
丹
中
学
を
中
退
し
た
。

　

エ
ン
タ
ツ
も
自
伝
を
残
し
て
い
な
い
。
自
伝
的
記
事
は
い
く
つ
か
あ
り
、
相
互

の
内
容
に
大
き
な
矛
盾
は
な
い
た
め
、
本
人
の
記
述
ま
た
は
発
言
と
し
て
扱
う
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
確
認
し
た
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
芸
人
と
な
っ
て
か
ら
の

話
で
、
本
学
在
学
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
点
確
認
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。「
文
芸

春
秋
」
昭
和
十
二
年
一
月
号
に
「
わ
が
十
五
年
前
」
と
題
す
る
小
特
集
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
放
浪
二
十
代
」
と
い
う
エ
ン
タ
ツ
名
の
記
事
が
あ
る
。
エ
ン
タ
ツ
は
自

ら
漫
才
の
ネ
タ
を
作
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
ら
、
創
作
記
事
で
は
な
く
、
自
筆

に
よ
る
記
事
ま
た
は
口
述
筆
記
で
あ
ろ
う
。（
写
真
6
）

「
十
五
年
前
と
も
う
し
ま
す
と
、
大
震
災
の
年
で
す
か
ら
丁
度
私
が
二
十
五
歳
、
始

め
て
東
京
へ
上
つ
て
参
り
ま
し
た
翌
年
の
こ
と
に
あ
た
り
ま
す
。

　

私
は
十
九
歳
の
時
に
芸
界
に
身
を
投
じ
ま
し
て
か
ら
、
そ
の
年
ま
で
か
れ
こ
れ

七
年
の
間
、
四
国
、
中
国
、
九
州
、
朝
鮮
、
満
州
と
西
日
本
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
り
な

が
ら
、
随
分
と
苦
労
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
決
し
て
旅
で
御
難
を
喰
つ
た
な

ど
と
言
ふ
意
味
の
苦
労
で
な
く
―
勿
論
、
御
難
を
喰
つ
た
思
ひ
出
な
ら
ウ
ン
ザ

リ
す
る
程
あ
り
ま
す
が
、
―
芸
界
に
身
を
投
じ
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
間
違
つ
て

ゐ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
そ
ん
な
悲
し
い
反
省
に
絶
え
ず
胸
を
噛
ま
れ
て
ゐ
ま
し

た
。
と
、
申
し
ま
す
の
が
、
私
が
芸
界
に
身
を
投
じ
た
動
機
と
言
ふ
の
が
、
全
た

く
ヒ
ヨ
ン
な
偶
然
か
ら
で
し
た
。

　

当
時
、
私
は
大
阪
の
或
る
私
立
大
学
に
籍
を
置
い
て
ゐ
ま
し
た
が
、
中
学
時
代

写真 5　�平井蒼太の代表作『浪速賤娼志』（私家版、昭和八
年）中表紙。旧蔵者は本学図書館に一部旧蔵書が
所蔵されている「鬼洞文庫」。浦和男所蔵。

写真 6　�『エンタツハリキリ漫才傑作集』（大
阪パック社、昭和十三年）。エンタツ
の作ではなく、秋田實の作品と考え
られる。浦和男所蔵。
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の
終
り
頃
か
ら
の
ヤ
ン
チ
ヤ
が
か
う
じ
て
、
そ
の
頃
で
は
両
親
か
ら
勘
当
状
態
で
、

仕
方
な
し
に
野
球
部
合
宿
舎
に
ご
ろ
ご
ろ
し
て
ゐ
ま
し
た
。
さ
う
し
た
或
る
日
、

近
く
に
か
か
つ
た
て
ゐ
た
安
芝
居
の
喜
劇
を
見
に
行
つ
た
と
こ
ろ
、
は
か
ら
ず
も

そ
の
一
座
の
役
者
に
な
つ
て
ゐ
る
、
郷
里
姫
路
の
小
学
校
時
代
の
旧
友
に
出
会
い
、

色
々
と
話
し
合
ひ
の
結
果
、
そ
の
喜
劇
一
座
が
打
ち
あ
げ
の
日
に
は
、
至
極
あ
つ

さ
り
と
そ
の
一
座
に
つ
い
て
西
の
方
へ
旅
す
る
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。」

（
太
字
は
筆
者
）

　

当
時
の
「
大
阪
の
私
立
大
学
」
と
い
え
ば
、
本
学
で
あ
る
。
十
九
歳
は
大
正
三

年
と
な
る
の
で
、
在
学
し
た
と
す
れ
ば
、
大
正
三
年
ま
で
で
あ
り
、
大
正
元
年
か

ら
二
年
頃
に
、
入
学
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
学
生
数
の
増
加
と
、
関
西
甲
種

商
業
学
校
（
現
在
の
関
大
一
高
）
の
設
立
認
可
に
よ
り
、
大
正
元
年
に
福
島
学
舎

第
二
号
拡
張
学
舎
が
竣
工
し
て
い
る
（
（1
（

。
そ
の
よ
う
な
大
学
拡
張
期
の
時
期
に
、
エ

ン
タ
ツ
は
「
在
学
」
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
写
真
7
）

　

エ
ン
タ
ツ
の
次
男
は
、
吉
本
新
喜
劇
の
名
俳
優
花
紀
京
で
、
花
紀
は
文
学
部
仏

文
科
を
中
退
し
て
い
る
。
在
学
中
か
ら
作
家
花
登
筐
と
麻
雀
を
通
し
て
の
交
流
が

あ
り
、
芸
能
界
入
り
す
る
。

　

エ
ン
タ
ツ
の
相
方
と
し
て
は
五
年
ほ
ど
の
コ
ン
ビ
で
あ
っ
た
、
花
菱
ア
チ
ャ
コ

の
長
男
は
校
友
で
あ
る
。
藤
木
吾
朗
生
（
五
郎
）、
昭
和
十
六
年
法
卒
で
、
在
学
中

は
応
援
団
に
所
属
し
て
い
た
（
（1
（

。
校
友
会
に
も
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
熱
心
に
参
加

さ
れ
て
い
た
と
聞
く
。

五
　
本
学
卒
業
生
、
関
係
者
の
活
躍
を
追
う

　

本
学
の
卒
業
生
、
退
学
者
を
含
め
、
本
学
関
係
者
が
、
そ
の
分
野
で
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
な
が
ら
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
事
例
が
多
数
あ
る
。
戦
前
の
関

係
者
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
な
に
か
の
機
会
に

「
関
西
大
学
卒
」
あ
る
い
は
「
退
学
」
と
書
か
れ
て
、
初
め
て
気
が
付
く
こ
と
も
あ

る
。
年
史
上
は
、
ど
う
し
て
も
関
西
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
関
係
者
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
学
の
発
展
と
直
接
の
関
係
は
な
く
と
も
、
本
学
の
関
係
者
と
し
て
各
界
で
活

躍
し
、
名
を
残
し
て
い
る
校
友
、
校
友
に
準
じ
て
も
よ
ろ
し
い
退
学
者
を
掘
り
起

こ
し
、
そ
の
活
躍
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

本
学
に
短
期
間
で
も
在
学
し
た
こ
と
が
、
そ
の
人
々
の
活
躍
の
き
っ
か
け
で
あ
る

の
な
ら
ば
、
本
学
一
三
〇
有
余
年
の
歴
史
の
中
に
刻
ま
れ
て
よ
い
は
ず
だ
。
そ
の

よ
う
な
人
材
を
送
り
出
し
た
こ
と
も
ま
た
、
年
史
の
一
頁
に
刻
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

写真 7　�福島学舎絵葉書。この絵葉書の発行
については、本学に記録はない。浦
和男所蔵。
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注（
1
）　

拙
稿
「
大
阪
の
宮
武
外
骨
」（『
水
門
』
第
三
十
号
、
水
門
の
会
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
一
年
）
で
、
宮
武
外
骨
が
大
阪
を
離
れ
た
原
因
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

拙
稿
「
宮
武
外
骨
と
大
阪
文
人
た
ち
」（『
水
門
』
第
三
十
一
号
、
水
門
の
会
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
）
で
、
外
骨
と
大
阪
文
人
、
と
く
に
泊
園
書
院
関
係

者
と
の
交
流
を
辿
っ
た
。
拙
稿
「
浜
寺
の
宮
武
外
骨
」（『
大
阪
春
秋
』
第
一
八

一
号
、
新
風
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、
浜
寺
公
園
滞
在
中
の
外
骨
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

（
2
）　

板
橋
菊
松
「
無
冠
の
帝
王
に
憧
れ
て
―
宮
武
外
骨
夫
妻
と
私
の
奇
縁
の
物

語
―
」、『
大
阪
学
院
大
学
通
信
』
昭
和
五
十
六
年
一
月
号
（
第
十
一
巻
第
十

号
）、
大
阪
学
院
大
学
通
信
教
育
部
、
一
九
八
一
年
。

（
3
）　

注
2
と
同
じ
。

（
4
）　

木
本
至
『
評
傳
宮
武
外
骨
』、
社
会
思
想
社
、
一
九
八
四
年
、
二
九
七
頁
。

（
5
）　

関
西
大
学
を
築
い
た
人
々
編
集
委
員
会
編
『
関
西
大
学
を
築
い
た
人
々
』、
関

西
大
学
校
友
会
、
一
九
七
三
年
、
二
四
五
～
二
四
九
頁
。

（
6
）　

注
4
、
五
二
～
五
三
頁
。

（
7
）　

注
5
、
二
四
六
～
二
四
七
頁
。

（
8
）　

こ
の
研
究
会
の
幹
事
の
一
人
に
、
水
落
露
石
の
名
が
あ
る
。
露
石
は
泊
園
書

院
で
学
ん
で
い
る
。
明
治
四
十
四
年
に
発
足
す
る
「
大
阪
文
人
会
」
会
員
五
十

名
の
一
人
で
、
こ
の
会
に
は
外
骨
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
文
人
会
は
泊
園
書

院
関
係
者
が
多
数
参
加
し
て
お
り
、
藤
澤
元
造
（
黄
鵠
）
の
名
前
も
あ
る
。
外

骨
と
の
交
流
は
不
詳
。
会
員
の
一
人
に
一
柳
安
次
郎
が
い
る
。
当
時
府
立
市
岡

中
学
の
教
員
で
あ
り
、
石
浜
純
太
郎
先
生
が
在
学
中
に
教
わ
っ
て
お
り
、
大
正

五
年
か
ら
し
ば
ら
く
、
本
学
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
て
い
る
。
一
柳
は
国
学
院

出
身
で
、
の
ち
に
外
骨
と
今
宮
中
学
教
員
の
折
口
信
夫
と
が
交
流
す
る
と
き
に

関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
拙
稿「
宮
武
外
骨
と
大
阪
文
人
た
ち
」参
照
。

（
9
）　

こ
の
月
刊
誌
は
、『
日
刊
「
不
二
」
新
聞
』
か
ら
始
ま
る
。
新
聞
時
代
に
、
当

時
今
宮
中
学
教
員
で
あ
っ
た
折
口
信
夫
が
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。
拙
稿
「
宮

武
外
骨
と
大
阪
文
人
た
ち
」
参
照
。

（
10
）　

山
川
の
二
期
上
が
梶
井
基
次
郎
で
、
梶
井
は
小
学
生
の
と
き
、
外
骨
邸
の
前

に
数
年
間
暮
ら
し
た
。
山
川
と
梶
井
の
交
流
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、

不
思
議
な
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
。
大
正
十
年
本
学
予
科
入
学
、
昭
和
二
年

卒
業
の
画
家
鳥ち

ょ
う
か
い海青

児
が
在
学
中
、
白
川
は
す
で
に
大
阪
画
壇
と
関
わ
り
を
深

め
て
い
る
。
鳥
海
と
白
川
の
関
係
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

（
11
）　

注
5
、
二
四
七
頁
。

（
12
）　
『
関
西
大
学
創
立
五
十
年
史
』（
関
西
大
学
、
一
九
三
六
年
）
に
よ
る
と
、
校

舎
拡
張
常
務
委
員
に
白
川
朋
吉
の
名
前
が
あ
る
。

（
13
）　

藤
木
の
在
学
中
の
思
い
出
に
つ
い
て
、
関
西
大
学
応
援
団
千
成
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。http://sennarikai.fc2w

eb.com
/fujiki.htm

l　

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
五
日
確
認
。

（
う
ら
・
か
ず
お　

関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
）

〔
資
料
〕

　
『
大
阪
滑
稽
新
聞
』
第
八
十
七
号
（
明
治
四
十
五
年
六
月
十
五
日
発
行
）
巻
末
の

記
事
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
板
橋
は
、
同
紙
第
七
十
五
号
（
四
十
四
年
十
二
月
一
日

発
行
）
か
ら
正
式
な
編
輯
兼
発
行
人
と
な
る
。「
吾
輩
ノ
告
白
」
は
、
そ
の
後
半
年

以
上
に
渡
っ
て
継
続
掲
載
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
大
阪
滑
稽
新
聞
」
の
編
輯
人
兼
発
行
人
が
板
橋
と
な

る
背
景
に
は
、
外
骨
と
大
逆
事
件
と
の
関
係
が
あ
る
よ
う
だ
。「
吾
輩
ノ
告
白
」
が
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半
年
近
く
掲
載
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
板
橋
自
身
が
外
骨
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
同
時
に
滑
稽
新
聞
社
が
完
全
に
外
骨
の
手
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
示
す
こ

と
で
、
外
骨
と
板
橋
が
滑
稽
新
聞
社
の
存
続
を
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

大
正
三
年
九
月
四
日
に
田
中
水
也
が
病
死
し
、『
大
阪
滑
稽
新
聞
』
は
第
百
十
六

号
（
大
正
三
年
九
月
十
五
日
発
行
）
で
休
刊
、
同
時
に
滑
稽
新
聞
社
も
解
散
し
た
。

　
「
滑
稽
新
聞
社
」
の
「
北
区
梅
田
三
百
五
十
九
番
地
」
は
、『
大
阪
地
籍
地
図
』

（
吉
江
集
画
堂
地
籍
地
図
編
集
部
編
、
吉
江
集
画
堂
、
明
治
四
十
四
年
七
月
）
で
そ

の
位
置
を
確
認
で
き
る
。
現
在
の
大
阪
第
一
ビ
ル
南
側
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。

当
時
は
阪
急
の
土
地
で
、
小
林
一
三
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

句
読
点
を
追
加
し
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
訂
正
し
た
。

吾
輩
ノ
告
白

吾
輩
ハ
大
ニ
感
ズ
ル
所
ガ
ア
ツ
テ
、

愈
々
自
ヲ
進
ン
デ
編
輯
人
兼
発
行
人
ト

為
ツ
タ
。
随
ツ
テ
吾
輩
ハ
能
ク
世
間
ニ

有
ル
ガ
如
キ
、
無
責
任
極
マ
ル
形
式
的

ノ
署
名
人
デ
ハ
ナ
イ
。
自
ヲ
筆
ヲ
執
ル

ハ
勿
論
、
編
輯
発
行
ニ
関
ス
ル
重
要
事

務
ニ
モ
関
係
シ
テ
、
飽
迄
モ
真
個
署
名

人
タ
ル
ノ
職
責
ヲ
完
フ
ス
ベ
ク
、
堅
ク

誓
ツ
テ
置
ク
。
敢
テ
之
ヲ
読
者
諸
君
ニ

告
白
ス
。

　

活
殺
外
史　

板
橋
菊
松

写真 8　『大阪滑稽新聞』第八十七号表紙。浦和男所蔵。

写真 9　同紙「吾輩ノ告白」。

写真10　�同紙巻頭の「才槌頭の君に送る」。「活殺外
史」名の記事。「才槌頭の君」は桂太郎のこ
とで、桂を皮肉った一文。


